
 
 

 
   

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
       
 
 
  
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

「過去を知る・未来が見える」 

～生涯学習の最先端９講座～ 

 

・さまざまな情報が交錯する現代社会。それら情報を正しく読み解くことで、自分の生

き方に新たな道しるべを発見することができる環境とも言えます。 

 

・より豊かに、よりスマートに生きていくために新たな知識・知恵を学んでみませんか。

「浜松市民アカデミー」では、向学心旺盛なあなたを満足させる全９講座をご用意い

たしました。 

 

・県西部 8 大学９学部の先生方が、専門性を生かし、最新の情報と知識と知恵を分かり

やすくお届けします。是非ご聴講ください。 



回 講義日 講 座 内 容  （会場 浜松市地域情報センター・ホール） 

① 
８／３0 

（水） 

「地域活性化の起爆剤 ～地ビールを題材に～ (まちづくり分野)」 

浜松学院大学 現代コミュニケーション学部 講師 伊藤 慎弐（いとう しんすけ） 先生 

② 
９／6 

（水） 

「震災復興と生きがいの社会学  —東日本大震災の復興と支援から考えるこころのケア—」 

静岡大学 情報学部 助教 望月 美希（もちづき みき）先生 

③ 
９／１3

（水） 

「学校と地域社会 ～気多村・熊切村・春野町の映像から考える～」 

 静岡産業大学 スポーツ科学部 准教授 佐藤 知条（さとう ちひろ）先生 

④ 
９／２0

（水） 

「生活を豊かに便利にする無線技術 ～実は身近な無線 IoT～」 

 静岡理工科大学 理工学部 准教授 本良 瑞樹（もとよし みずき）先生 

⑤ 
９／２7 

（水） 

「必見！！膝の痛み 治療の考え方を学ぼう」 

聖隷クリストファー大学 リハビリテーション学部 教授 金原 一宏（きんぱら かずひろ）先生  

⑥ 
１０／4 

（水） 

「不整脈のはなし ～心臓の不協和音～」 

 浜松医科大学 医学部附属病院 第三内科 病院講師 成瀨 代士久（なるせ よしひさ）先生 

⑦ 
１０／１1 

（水） 

「音をあやつる —信号処理と機械学習のクロスロード—」 

 静岡大学 工学部 准教授 立蔵 洋介（たてくら ようすけ）先生 

⑧ 
１０／１8 

（水） 

「時代劇のリアリズム 映像の中の徳川家康」 

 静岡文化芸術大学 デザイン学部 准教授 百束 朋浩（ひゃくそく ともひろ）先生 

⑨ 
１０／２5 

（水） 

「今から始める ～アクティブエイジングのための『知的食生活』のすすめ～」 

 常葉大学 健康プロデュース学部 教授 池谷 昌枝（いけや まさえ）先生 

 

 

①【浜松学院大学  伊藤 慎弐 先生 】  

地ビール、クラフトビールという言葉は、お酒を飲まない人でも一度は、聞いたことがあると思

います。本講座では、第一に、この地ビールについて日本では、いつ頃から用語として使われるよ

うになったのか、そして地ビールとは何なのかについて過去から現在に至るまで解説をします。第

二に、ビア・フェス、地ビール祭りについて事例を通して説明し、それが地域活性化の起爆剤にな

りうるのか？その可能性について考察していきます。講義の内容を自分の知識だけに止めるのでは

なく、人に話したくなるような講義を目指します。 

 

②【静岡大学情報学部  望月 美希 先生 】 

被災地の現場で起きた「生きがいの喪失」と支援の問題から、人々が地域で生きること、豊かに

生きることとは何か、そのために地域社会においてどのようなことができるのかを受講生のみなさ

んと共に考えたいと思います。 

 

 

③【 静岡産業大学  佐藤 知条 先生 】 

都市部から離れた地域、「へき地」。静岡県内にもそうした地域があり、そこに暮らす人々は独自

の文化を築きながら生活を営み、文化を継承してきました。しかし、へき地はしだいに過疎化が進

み、地域自体がなくなってしまうケースもでてきました。 

今回は、現在は浜松市になっている気多村、熊切村、春野町といった地域にあったへき地の学校

教育を取り上げた映画を読み解きながら、へき地に暮らした人々の姿や思いを見つめます。 

そして、受講生のみなさんがこれらのへき地をどのようにとらえていたのかも伺いながら、へき

地の姿を多面的に把握し、「浜松市」の歴史をみなさんとともに考えていきたいと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

④【 静岡理工科大学  本良 瑞樹 先生 】  

携帯電話や無線 LAN 以外にも生活の様々なところで無線通信技術が用いられています。 

最近では、生活家電がネットワークに繋がるなど、あらゆるモノが無線通してネットワークに繋

がる IoT と呼ばれる技術が普及してきています。 

商品が入ったカゴをレジに置くだけで、バーコードなどを読み取らずとも商品が一覧となり精算

できる無人レジなど、生活を豊かに便利にする無線 IoT の世界をご紹介します。 

 

 

⑤【 聖隷クリストファー大学  金原 一宏 先生 】 

本講義では、痛みの基礎知識を学び、膝の痛み、特に変形性膝関節症の理学療法をもとに、治療

の考え方を学習します。理論に基づく治療方法を、紹介し、体験していただきます。動きやすい服

装でご参加ください。 

 

 

⑥【 浜松医科大学  成瀨 代士久 先生 】 

心臓はこの世に生を受けてから天寿を全うするまで止まることが許されない臓器です。心臓は 1

日に約 10 万回拍動していますが、正常な脈ではない不整脈が出現することもあります。不整脈に

は様々な種類がありますが、各々の不整脈は心臓を会社組織に例えると理解が容易になります。本

講座では不整脈について、また不整脈と密接な関係のある睡眠時無呼吸症候群について概説します。 

 

⑦【 静岡大学工学部  立蔵 洋介 先生 】  
音を研究対象とした「音情報処理」は音響学を基盤に、心理学や生理学、近年では計算機科学な

ど多くの分野を取り込んで発展したため、その応用技術は広範囲に渡っています。今回は、アナロ

グ情報をデジタル情報に変換してデータを操作する信号処理と、データに潜んでいるルールやパタ

ーンを発見する機械学習の技術を音情報処理に交えた研究事例として、無音の動画像から音声・音

響情報を復元・抽出する「ビジュアルマイクロホン」や、感情表現豊かな合成音声を生成するイン

ターフェース作成の取り組みを紹介します。難解な数理的表現を極力使わずに、直感的に理解でき

るような説明を心がけますので、皆さんに音情報処理の魅力や面白さなどをお伝えできればと考え

ています。 

 

⑧【静岡文化芸術大学  百束 朋浩 先生 】  

           テレビや映画といった映像作品に限らず、舞台や小説など様々なメディアを通して時代劇は親し

まれてきました。そこで示される「歴史」は史実と異なることも多々あり、時折批判の的になるこ

ともあります。しかし、古くから伝説的な人物や出来事は、脚色を交えながらフィクションとして

伝えられてきたことは、歴史の伝承にとっては重要な役割を果たしてきました。 

この講義では、特に歴史ものの映像化を対象に、史実とフィクションの関係性といった古典的な

主題を紹介した上で、視覚化されることで脚色される要素や、現代に生きる私たちには「気づきに

くいこと」を解説し、映像ならではの「時代劇のリアリズム」についての考え方をお話します。特

に今回は浜松市と縁の深い徳川家康公を題材にします。 

 

⑨【 常葉大学  池谷 昌枝 先生 】  

アクティブエイジングとは活動的で健康な高齢化を意味し、それを支える柱の一つに‘食事’があ

ります。本講座では、明るく元気に生きるための食事について考え、自らの健康を自分の手で創り出

す「知的食生活」をご提案いたします。栄養学の基本から日常生活への応用についてわかりやく解説

し、今から始められることを一緒に見つけましょう。 

 

幅広い分野の 
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【会場】浜松市地域情報センター ホール（中区中央一丁目１２番７号） 
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ザザシティ 

○日  時  日 程：令和５年８月３０日・９月６日・１３日・２０日・２７日 

令和５年１０月４日・１１日・１８日・２５日（全９回・全て水曜日） 

       時 間：午後 7 時～午後 8 時３0 分 

○会  場  浜松市地域情報センター ホール（中区中央一丁目１２番７号）  

       ※施設には駐車場はありません。近隣の有料駐車場をご利用ください。 

○募集人員  ８0 名（抽選） 

○応募資格  18 歳以上の方（高校生を除く） 

※浜松市周辺在住の方も申し込み可 

○受 講 料  １，０00 円（全９回分） 

       ※初回の参加時に徴収いたします 

○応募期間  令和５年７月５日(水)～８月２０日(日) 

○応募方法  ア）①郵便番号、②住所、③氏名（ふりがな）、④年齢、⑤電話番号、 

⑥過去の受講回数、を記載して往復はがきで郵送ください。 

（必着）（送り先は問合せ先と同じ） 

              イ）右記 QR コードまたは、浜松市 HP〔検索 市民アカデミー〕に 

リンクのある申込専用フォームより、上記 ア）と同じ①～⑥と 

メールアドレスを入力し送信して下さい。 

○結果連絡  アの方法で応募された方）往復はがきを返送します。 

イの方法で応募された方）令和５年８月２３日（水）メールでご連絡します。 

○問合せ先  〒430-8652 浜松市中区元城町 103－2 

       浜松市中区役所 まちづくり推進課 市民アカデミー係 ℡(053)457-2779 

                         E-mail：c-machi@city.hamamatsu.shizuoka.jp 

○そ の 他  天災等の影響により、一部内容を変更する場合がございます。また開催途中で中止と 

なった際は、受講料のご返金を致しかねますことをあらかじめご了承ください。その 

場合、ご希望の方には中止となった講義の資料をお渡しいたします。 

○共  催  静岡大学 工学部／情報学部  浜松医科大学  浜松学院大学  静岡文化芸術大学 

        聖隷クリストファー大学  常葉大学  静岡産業大学  静岡理工科大学（順不同） 

 


